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登録リスト（該当：251件）
  ≪  1  2  3  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 信州上田学2023／地域キュレーションVol.2]	信州上田学2023／地域キュレーションVol.2	長野大学講義科目「信州上田学」(2023年度後期)を受講した学生たち(主に新入生が対象、3学部横断)の「地域キュレーション」(地域を探究しアウトプットする学び)のアウトカム集です。講義内容は「信州上田学2023①～④地域キュレーション」をご参照ください。

「学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生)」それぞれのマイテーマにリンクしています。[ Vol.1 | Vol.2 ]


　No. ニックネーム／探究テーマ
　　　探究のねらい

	よう／地域交通と産業のつながり
交通インフラと産業は密接に関連していると考えたから。産業の発展には

	2024-02-16
	2	[image: 別所神社]	別所神社	別所神社は、信州最古の温泉地、別所温泉にあります。舞台からは季節ごとに姿を変える別所の景色を見渡すことができます。
この別所神社の他との違いは、paypayでお賽銭ができるところです。かなり古い見た目で、あまり大きい神社ではないため現代的で驚きました。現金を持ち歩かない人も増えているため便利ですが、本当に電子機器での支払いでもご利益があるのか少し心配になってしまいますね。是非皆さんも別所神社まで足を運び、paypayのお賽銭を体験してみてはどうでしょうか。	2024-02-13
	3	[image: 上田氷灯ろう夢まつり～別所温泉・北向観音堂～]	上田氷灯ろう夢まつり～別所温泉・北向観音堂～	「上田氷灯ろう夢まつり」を訪れた。別所温泉の北向観音堂や温泉街が灯ろうやボールライトによって綺麗にライトアップされていた。開催は今年で5回目。毎年異なるテーマでライトアップされているらしい。

今年のテーマは「龍」。北向観音堂も緑色にライトアップされていた。日曜日の夜なので人手は少ないのではなかと思ったが、向かう別所線の電車の中や、北向観音堂には多くの人がいた。温泉街独特の風情のある街並みが灯ろうによって照らされ幻想的な雰囲気だった。

北向観音堂は、平安時代初期の天長2年（825年）に比叡山延暦寺座主の慈覚大師円仁により開創された歴史のあるものである。歴史的な仏閣と、現代的なライトアップの組み合わせはとても面白いなと感じた。

また、訪れる人の中には家族連れも多く地元の人も訪れてい	2024-02-12
	4	[image: ]		２つの資料のデータを比較するために折れ線グラフをつくる。まずは「西塩田時報」のデータを折れ線グラフにしていく。大正13年から昭和6年のデータを見ると、気温が℃の単位以外で表示されていることがわかる。気温や温度を表す単位として他に℉があることから、これらのデータは℉での表示であると判断し上記の式を用いて℃での表示に直す。なお数値は小数点以下第2位を四捨五入して、第1位まで求める。また昭和3年4月の平均・最低気温に書かれている「仝」という漢字の意味が分からなかったため調べたところ「同」の古字であると説明されていたため、最高気温の数値の前に書かれている「室内(資料のタイトルなどが横書きの場合右から書いてあったことを踏まえ当時は横書きの文字は右から読むことがわかった。この資料では現代の表記に	2024-02-09
	5	[image: 松本の街つくり２]	松本の街つくり２	松本は松本城を起点とし、碁盤の目のように道が整備された作りをしている。そのため築城当時の景観を生かし、現代においてもそれを崩すことなく保存しつつ街を作っていることが窺える。	2024-02-05
	6	[image: 白い壁の汚れの取り方]	白い壁の汚れの取り方	このような古典的な方法は今での主流だと考える。
だが、現代は白い壁に汚れが付いた場合にアプローチする様々な方法がある。


『西塩田公報』第86号(1954年11月5日)4頁	2024-01-31
	7	[image: 昔と現代の豆知識の変化]	昔と現代の豆知識の変化	今はシミ取り用の洗剤、石鹸、等が普及しているが、当時はそのような便利なものがなかったので、容易に手に入る身の回りものでシミ取りを行っていたと考えられる。
今でもいざというときに使えそうなものはありそうだ。




『西塩田公報』第83号(1954年8月5日)4頁	2024-01-31
	8	[image: お盆にまつわる話①]	お盆にまつわる話①	この記事では「お盆」という行事がどのように伝わってきたのか書かれています。この記事によると、どうやら中国の仏教がルーツのようです。

現代では、今は「何となく夏にある長期休みで実家に帰る期間」くらいに捉えがちですが、今一度、その由来やルーツを考えてみると発見があります。

このような記事が広報誌に載るくらい、お盆は当時の人々にとって関心の高い行事だったのでしょう。


この記事は以下から抜粋したものです。
『西塩田公報』第71号(1953年8月5日)1頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p1209.jpg	2024-01-29
	9	[image: 縁結びの美欄樹]	縁結びの美欄樹	出典
　藤沢衛彦 編『日本伝説叢書』信濃の巻,日本伝説叢書刊行会,大正6. 国立国会図書館デジタルコレクション https://dl.ndl.go.jp/pid/953569 (参照 2024-01-25)

自分が調べた限りでは、ネット上にこのお話の詳しい説明が書かれた記事がなかったので取り上げてみた。現在、この木は無いそうなので、そもそも塩田平の方々もほとんど知らないようなマイナーなお話なのではないかと感じた。別所温泉で縁結びと聞くと、北向観音前にある「愛染かつら」を思い浮かべるが、他にもこのような木がかつてあったことを初めて知った。もし仮に、現代にもこの木が残っていたとしたら、現在の別所五木が別所六木になっていたのかもしれないほどのストーリーを持っていると思った。	2024-01-26
	10	[image: 舌喰池の伝承]	舌喰池の伝承	塩田の里交流館「とっこ館」の正面道路を挟んで向かい側にある大きな池のお話。

伝承の内容

舌喰池が作られたころ、土手から水が漏れてしまっており、人柱を入れないと水が貯まらないという話がどこからか伝わっていた。（人柱とは、人を生き埋めにして祈ること。）結果的にくじ引きで、村外れの娘が人柱として選ばれた。その娘は、自分の不運を嘆き、舌を食い切り池へ身を投げ、死んでしまったそうだ。その後、村人たちはその出来事を受けて、この池を「舌喰池」と呼ぶようになった。
　

現在の舌喰池は、とても綺麗で、決してそこで人が死んでいるような印象は受けなかった。池周りの「憩いの広場」の芝も短く刈られて整備されており、とても大切にされているような印象を受けた。そのことから、地域の人々がその悲しい出来事	2024-01-26
	11	[image: 上田城内]	上田城内	上田城は、真田昌幸が真田氏当主であった1583年
に築城が開始された平城である。1585年の第一次上田合戦では攻め寄せた徳川軍を撃退し、その後、関ヶ原の戦いの第二次上田合戦でも東軍別動隊の徳川秀忠軍を退けた。のちに天下統一を成し遂げた徳川軍を二度も退けたことにより、「落ちない城」として現代でも語り継がれており、受験シーズンには合格祈願をする受験生で賑わうことが多い。	2024-01-25
	12	[image: 戦前と戦後の北海道新聞における文化の移り変わり]	戦前と戦後の北海道新聞における文化の移り変わり	まず初めに何故北海道新聞で文化の移り変わりを調べたかったのかというと西塩田時報で様々な大正から昭和にかけての記事を閲覧していた際に自分の地元ではどのように変化していったのか素直に興味を持ったからだ。

そこで今回は現代の北海道新聞と昔の戦前の新聞を用いて文化をそれぞれ比較しようと思う。

比較する新聞の年は1942年と2020年だ。北海道新聞は1942年に創刊された。1942年といえば日本は第二次世界大戦中であり、アメリカと戦っていた時期であった。実際の記事を見てみるとそれが伺える。下方に「アメリカの焦燥」と書かれた項目がある。当時の日本がアメリカを牽制していたのが分かる。さらに、「戰」や「諸勅令」といった今となっては使われなくなった漢字や表現が使われている。ここからも北海道での戦時中の緊張感が伝	2024-01-25
	13	[image: まとめ]	まとめ	ここまで戦後の上田の学習環境の変化を概観してきた。戦後の上田の学校を調べた所感として、戦後と現代で学生に求める理想像に重なる点が多々見受けられると考えた。学習環境を整える中で頻繁に「自由な学習環境」「個人の関心を尊重すること」が説かれており、このことから戦後は画一的な教育方針よりも、個人の裁量に合わせた柔軟性の高い教育環境を構築しようと奮起していたと考察した。このような観点は現代にも通ずるものがあり、個人の特性を活かし、のびのびと学ぶことができることを重んじる価値観は今も昔も変わらないのだと調べ学習を通して実感した。

なお、現代の学習方針と比較した見解として、現代では外国語学習を推進したり、個人の特性を重んじたキャリア教育がなされていたりすることから、現代では特に「多様性が	2024-01-23
	14	[image: 現代の上田市中学校]	現代の上田市中学校	今回は数ある小中学校の中から、上田市第一中学校を一例として取り上げる。
上田市第一中学校の教育方針を見ると、戦後の教育方針と重なる面が多々存在すると考察した。また、戦後の学習環境と異なる点として、外国語学習やキャリア教育などに力を入れていることが顕著な例として考えられる。このことから、戦後と現代で重視される学習内容が異なっており、時代と共に重んじられる価値観が変化していると推察した。

参照元：「上田市第一中学校」http://www.school.umic.jp/ueda1/	2024-01-23
	15	[image: 學校だより]	學校だより	当時は時報に學校だよりが記載されており、学校でどのような行事が行われるかを知ることができた。
ここでは11月の行事について説明されている。
記事を読むと、当時は陸上競技会が珠算競技会が開かれており、幾名の生徒が表彰されている。また、籠球大会や珠算検定会での表彰者が記載されている。

これらのことから、現代で言う部活動のような取り組みが戦後でもなされており、学校での座学から逸脱した様々な機会が設けられていたのではないかと考えた。

また、小学校の行事内容を確認すると、「産業文化祭に児童の図学工作品を出品する」「校内音楽会」などが行われていたことが読み取れる。他にも、小学校での映画鑑賞などの機会が設けられていることが分かった。

記事の内容から、小学校でも机上での学びに囚われない多様な	2024-01-23
	16	[image: デジタルアーカイブ]	デジタルアーカイブ	デジタルアーカイブを知っている人が少ないので、実物を記録・保存するより良いところは何か。多くの人に利用してもらうためにできることはあるか考えました。
デジタルアーカイブは、公文書・書籍・芸術作品などをデジタル化して保存、公開します。今回は、①国立公文書館デジタルアーカイブ ②Col Base ③NHKアーカイブス を閲覧しました。

①国立公文書館
・言語は日本語、英語。中国語や韓国語も加えて欲しい。サイトの文字全体も大きくできる。
・TOPページには、ジャンルが６つ挙げられていて、選びやすい。検索もできる。
・ジャンルを一つ選ぶと、該当する資料が並ぶ。資料名と読み仮名、資料の画像も表示されるので、見やすい。表示方法を変えると、資料の説明も加わる。選んだ資料を拡大しても、細かい文字が鮮明に見える。(上	2024-01-22
	17	[image: 旧上田市立図書館]	旧上田市立図書館	旧上田市立図書館

信州上田学の農民美術の授業でお話しされていた
旧上田市立図書館を見に行ってきました。

初め旧上田市立図書館を見かけた時、教会かなとかんちがいしていました。
洋風な美しい建物だったため、図書館であると気がつきませんでした。

現代には少し珍しい建物で、白い壁に赤色がとても映えていました。	2024-01-22
	18	[image: 生活改善に就て　（『西塩田時報』第10号(1924年10月1日)2頁）]	生活改善に就て　（『西塩田時報』第10号(1924年10月1日)2頁）	　昔の人たちがどのように節約してるのか掲載されています。昔ならではの男女の役割についても書かれています。

　現代とは違った節約方法が書かれていて面白いと感じました。生活の仕方までも強制される世の中であったのは現代では考えられません。

▼この記事は以下から参照できます。
＃50『西塩田時報』第10号(1924年10月1日)2頁
　	2024-01-08
	19	[image: 稲わら焼きの風景2013/10/04]	稲わら焼きの風景2013/10/04	稲わら焼きの風景。収穫の秋、稲刈りが済んだ後の田んぼで普通に見られる光景です。田んぼの稲を焼く風習は昔から連綿と続いていたと思われますが、農業の機械化や地域の都市化が進んだ現代において、ここ塩田平の稲わら焼きの風景はかけがえのないものです。各所に煙が立ち上り、この季節ならではの風情を醸し出しています。	2023-12-22
	20	[image: 身体測定（『西塩田時報』第35号（1926年10月1日）3頁）]	身体測定（『西塩田時報』第35号（1926年10月1日）3頁）	学校の身体検査について書かれた記事だが、情勢の脅威について触れられていたり、体格を成績として評価したりしている。現代では配慮され絶対にかかれないことが書かれていたため、時代の移り変わりを感じた。	2023-12-12
	21	[image: 旅立ちし朝『西塩田時報』第11号(大正13年11月1日)4頁]	旅立ちし朝『西塩田時報』第11号(大正13年11月1日)4頁	文芸のコーナーに掲載された小説。
小説を読むのが苦手な人でも短いため読みやすい。しかし現代の文字とは違うためすらすらとは読めないだろう。しかし内容は頭にスッと入ってくるものになっている。
小説が苦手な人やこれから源氏物語などの古典を読んでみたいと思う人への最初の一歩としてちょうど良いのではないだろうか。

▼この記事は以下から参照出来ます
『西塩田時報』第11号(大正13年11月1日)4頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0056.jpg	2023-12-11
	22	[image: 道路で遊ばないように]	道路で遊ばないように	昭和２５年４月５日の西塩田広報第１項の記事。交通取締法が改正されて、その変更点、注意すべき点が掲載され、自転車や歩行者、さらには保護者の子供に対する注意事項まで書かれていた。
　「事故を防ぐために」という項目で、荷牛馬車についての注意点は細かく書かれているのに、一番危険だと考えられる自動車について書かれていないのは変に感じて面白いと思った。もちろん、自動車が当時はまだ、全然普及していなかったからだと思うが、現代の交通のメインの１つである自動車についての注意点が書かれていないことに私は違和感を感じた。

参照元

https://mmdb.net/mlab/uedagaku/pdf/nishishioda/ns15_post021to040.pdf
	2023-12-11
	23	[image: 新しき美の標準]	新しき美の標準	女性の美しさとは何か。華やかな化粧や衣服など、可視的な美しさに囚われてしまうのは今も昔も変わらないのかもしれません。

「真の美しさとは何か」にフォーカスを当てた当記事では、人々が永続的に持つ美への苦悩を垣間見ることができます。記事を読み進めると、現代と昔の人が持つ「美しさ」への認識に何か通ずるものを感じるかもしれません。記事を読み終えた後に本当の美とは何なのか、あなたはきっと一考するでしょう。

▼この記事は以下から参照できます。
#1244 『西塩田公報』第79号(1954年4月5日)6頁	2023-12-11
	24	[image: 子供はしつけ第一 『西塩田時報』第81号(1930年8月1日)3頁]	子供はしつけ第一 『西塩田時報』第81号(1930年8月1日)3頁	子供のしつけの仕方について書かれている。いうことを聞かない子供にどのようなしつけをしたら良いのか、こどもの性格や考えを交えながらその手助けとなることが書かれている。ネットで検索などができない時代に、とても重要な資料であると思う。昔の親はこういった資料を参考に育児をしていたと思うと現代より大変で努力があったんだなとおもう。


・この記事は以下から参照できます。
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0349.jpg
#349 『西塩田時報』第81号(1930年8月1日)3頁	2023-12-11
	25	[image: 子供の教育一歩先に 親自身の教育へ]	子供の教育一歩先に 親自身の教育へ	今も昔も子供の教育は人々の関心事の一つであり、子供を立派に育て上げるために大人は良い手法を考えあぐねています。

子供の教育にばかり目を向けられるのではく「親自身の教育」に力を入れるべきだという風刺的なタイトルから始まる、新鮮な切り口から子供の教育について説いた記事となっています。
記事の末部では当時の子供が求められていた理想像を知ることができます。今の子供と重なる部分を照らし合わせながら、現代と昔の価値観の違いを比較して記事を読み進めると面白いかもしれません。

▼この記事は以下から参照できます。
#1119 『西塩田公報』第46号(1951年2月10日)1頁	2023-12-11
	26	[image: 西塩田時報　面白いと感じた記事１]	西塩田時報　面白いと感じた記事１	情報通信文化論　西塩田時報切り抜き１
この一つ目の記事では終戦後一年目を迎えた日本の状況やその時代の青年に求められたことが読み取れる良い記事だと思いました。終戦後一年経った日本は依然として食糧問題が発生しており、農村に住んでいる青年の仕事ぶりが大事であるといったことや、「ポツダム宣言以来、日本の人々が好む好まずを関係なしに、民主主義的生活様式を採用せざるを得なかった」という文章から戦後に変わっていく日本が過去に自身が歴史の授業で学んだ通りに西塩田時報に描写されているのが個人的に面白く感じました。　西塩田時報vol.２　3ページ左下現代青年の任務より	2023-12-11
	27	[image: 睡眠について]	睡眠について	過去の戦前の世の中での睡眠についての考えが書かれてます。健康には熟眠が必要であり、熟眠には健康が必要であるというものである。また、夢を見ている間は熟眠できてきないので健康であるとは言えないということである。
現代で聞いたことがある内容も書かれているので、昔からの考え方が今でも続いているのだと驚いた。

▼この記事は以下から参照できます
＃130『西塩田公報』 第29号(1926年4月1日)4頁	2023-12-11
	28	[image: 映画上映遅延の話（『西塩田広報』第６８号昭和２８年５月５日）]	映画上映遅延の話（『西塩田広報』第６８号昭和２８年５月５日）	映画館での上映時間が一時間ほど遅延したときの内容です。現代の映画で遅延する事はほとんどないし、遅延したとしても、記事になることはないので、当時の映画の貴重さ、珍しさを感じられる面白い内容でした。	2023-12-10
	29	[image: 部落ニュース　（『西塩田時報』戦前　第121号　［1933年12月1日］）]	部落ニュース　（『西塩田時報』戦前　第121号　［1933年12月1日］）	様々な部落の話題が掲載されています。例えば、事務所の大掃除の報告や住民の訃報、気候の様子などが記されています。現代の新聞にも掲載されるような内容を随所で確認することができるので読んでいて面白いです。	2023-12-10
	30	[image: 乳児の育て方（『西塩田時報』第31号（1926年6月1日）1頁）]	乳児の育て方（『西塩田時報』第31号（1926年6月1日）1頁）	乳児の育て方がネットでも手軽に調べられるようになった現代。昔の時代にはそんなものは存在するはずがなく、育て方の情報を共有する方法が限られていた。この記事には乳児が飲むミルクの作り方や入浴、排泄物の処理の仕方など育児に関する情報がこと細やかに書かれている。
今の時代の新聞にはあまり書かれないようなことでも、公共の記事の中で大々的に書かれているのは面白いと感じた。

この記事は以下から参照できます。
＃135　『西塩田時報』第31号（1926年6月1日）1頁	2023-12-08
	31	[image: 青少年不良化対策 必要な補導育成（『西塩田時報[戦後]』第33号(1949年12月20日)3頁）]	青少年不良化対策 必要な補導育成（『西塩田時報[戦後]』第33号(1949年12月20日)3頁）	今でもいる不良。昔は、不良に対してどのような補導育成を行っていたかが、わかる記事です。

補導育成事項が11項目もあり、今でも適応されるようなことも書かれている。しかし、「（8）青年男女の集合して行う演劇、演藝会等は無軌道に陥らないように注意すること」と書かれており、別に不良に関係あるのかが微妙なラインのものまで書かれていた。不良のことについて細かく書いてあるのが面白いと思いました。
標語例を見て、現代に通じるものを感じてみてください。


▼この記事は以下から参照できます。
#1073 『西塩田時報[戦後]』第33号(1949年12月20日)3頁	2023-12-06
	32	[image: 入学前の家庭教育に就て（西塩田時報　第1号昭和22年1月25日）]	入学前の家庭教育に就て（西塩田時報　第1号昭和22年1月25日）	この記事には、入学前に家庭教育でやってほしいことが記載されていれています。具体的には、家庭や友達、先生、学習、身体的なしつけについてなどの項目に分けて、詳しく述べられていました。

私は、この記事の中の「性格は、家庭の育て方一つで決まるので生まれつきなどではない」という表現に時代の違いを感じます。このような言い切った表現に対して、負の感情を抱く現代人が多くいるのではないかと考えました。

▼この記事は以下から参照できます。
『西塩田時報』第1号（昭和22年1月25日）
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/pdf/nishishioda/ns14_post001to020.pdf	2023-12-06
	33	[image: 京都国立博物館、文化的景観の借景]	京都国立博物館、文化的景観の借景	★京都国立博物館/特別展「東福寺」

東洋音楽学会が京都で開催されたことのついでに京都をプチ観光してきました。ちょうど紅葉真っ盛りの観光シーズンの土日と重なり、京都は物凄い数の観光客で溢れていました。外国人観光客の多さが特に目を引きます。

問題はキャリーケースの置き場がないこと。京都駅にも各所にコインロッカーはありますが、全て塞がっていました。キャリケースを持ったまま、観光に出かけるには限界があり、プランBに変更。キャリーケースをガラガラ引っ張ったままで行けるところまでウォーキングするプラン。目的地を京都国立博物館に定め、市内のぶらぶらウォーキングも楽しみました。京都駅から徒歩23分です。ぶらぶら歩くにはほどよい距離。

京都国立	2023-11-20
	34	[image: 「信州学サミット2017」プレイバック]	「信州学サミット2017」プレイバック	長野県内の県立高校で実施された地域学「信州学」のお披露目の場として「信州学サミット」が2017年10月21日、長野駅コンコースを会場に開催されました。

初めての信州学サミットに各学校から意欲的な発表と展示がなされました。次の記事は信州学サミットの様子を具体的に伝えていてふり返りの参考になります。

▼信州学サミット～信州・学びの旅に出ように参加しました　2017年10月21日
https://manabitojichinohiroba.hatenablog.com/entry/2018/12/12/143956

私が学習支援をしていた蓼科高校の「蓼科学」の成果もパネル発表の形で展示に供されました。商業高校など地域の商品開発に取り組んでいる高校は実践がまさに地域学のねらいに合致して成果をＰＲしている一方、全体としてはいまひとつ活気が	2023-10-10
	35	[image: 新「信州学」プレイバック]	新「信州学」プレイバック	画像は『わたしたちの信州学』表紙の一部を転載

▼新「信州学」推進事業(長野県教育委員会教学指導課)
https://www.pref.nagano.lg.jp/kyoiku/kyoiku/documents/19shinshugaku.pdf

阿部長野県知事が旗ふりして始めた地域学「信州学」推進事業です。その副読本も作られ、ネット公開されました。
▼eReading Books『わたしたちの信州学』
https://ereading.cs.nii.ac.jp/nagano/book/shinshugaku/1

長野県の県立高校全校で地域学を実践するという方向付けは望ましいことであった一方、いきなり「信州学」を実践しなさいという号令はそれぞれの学校にとって反応のしようがないものであったことは否めません。

「信州学」は地理学者の故・市川健夫先生(1927-2016)が生涯をかけ	2023-10-10
	36	[image: キモノマルシェin上田2016 プレイバック]	キモノマルシェin上田2016 プレイバック	毎年恒例の「キモノマルシェin上田」は2016年、重要文化財「常田館製糸場」を会場に10月22日に開催しました。

長野大学前川ゼミも運営に協力しました。前川はキモノアカデミー「信州の蚕糸を知ろう」でミニ講座「蚕糸王国信州への誘い」を実施しました。大勢の方にご参加いただき、製糸場施設であった常田館製糸場も併せて見学案内をしました。

隣のコーナーでは岡谷蚕糸博物館の林さんによる真綿づくり、糸取りのデモがあり、こちらも大盛況でした。昔行われていたことも現代で知る人は少なく、前川ゼミの学生もこのパフォーマンスに釘付けになっていました。	2023-09-27
	37	[image: 岡谷蚕糸博物館を視察、意見交換]	岡谷蚕糸博物館を視察、意見交換	★岡谷蚕糸博物館
先日9/1、前川ゼミの学生と岡谷蚕糸博物館を訪問し、バックヤードの視察、所蔵資料のデジタルアーカイブ化に関する意見交換を行ってきました。

博物館の業務は一般的には資料収集・保存、調査研究、展示が主になります。現代においては社会のデジタル化が進展し、博物館法も改正され、登録博物館に対してはデジタルアーカイブ業務が義務付けられました。GIGAスクールが全国で実施された状況も重なり、デジタル社会への博物館の対応は待ったなしの課題です。その先に博物館DX (Digital Transformation)があります。その方向を視座に入れていくことがこれからの博物館には求められます。言い方を変えると、これまで以上に博物館を利用する人が増える、利用形態はネットなども使ったハイブリッドな形態とな	2023-09-04
	38	[image: 小川の庄　縄文おやき村]	小川の庄　縄文おやき村	2023/05/03

縄文おやき村へ。
長野市の市街から山に登り20分ほどで到着する。
舗装されているから走りやすいが道幅が非常に狭いため一通みたいな感じになっている。

村の中では竪穴式住居（現代版）の中でおやきを食べることができる。海外の人に人気がありそう。

季節限定でのびるのおやきありますよ。と言われ食べてみる。
ネギみたいな、ニラみたいな、感じ。

おやきを焼いている様子は迫力があったし近くに行くと凄く熱かった。	2023-05-06
	39	[image: 実践講座２：地域資料のデジタルアーカイブ化講座]	実践講座２：地域資料のデジタルアーカイブ化講座	実践講座２：地域資料のデジタルアーカイブ化講座
【日程】2023年
　　2月4日(土) 10:00～16:00　藤本蚕業歴史館に学ぶ地域アーカイブの課題[LINK]
　　2月5日(日) 10:00～16:00　地域資料デジタルアーカイブの構築に向けて[LINK]
　　2月18日(土) 13:00～16:00　皆さんのデジタルアーカイブ/地域学習企画披露会[LINK]

アンケート結果を掲載しました。
披露会の動画記録は追って公開予定です。


▼実施体制等
主催：藤本蚕業プロジェクト（代表：前川道博 長野大学企業情報学部教授）
共催：デジタルアーカイブ学会地域アーカイブ部会、岐阜女子大学
協力：藤	2023-02-26
	40	[image: 実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座]	実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座	実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座
【日程】2022～23年
　12/10(土)10:00～16:00 藤本蚕業歴史館に学ぶ地域アーカイブの活用[LINK]
　12/17(土)10:00～16:00 藤本蚕業所蔵資料で近現代のキュレーション[LINK]
　01/14(土)13:00～16:00 皆さんのキュレーション披露会[LINK]
▼実施体制等
主催：藤本蚕業プロジェクト（代表：前川道博 長野大学企業情報学部教授）
共催：デジタルアーカイブ学会地域アーカイブ部会、岐阜女子大学
協力：藤本蚕業歴史館、上田小県近現代史研究会、長野大学
後援：日本教育情報学会デジタルアーカイブ研究会、日本デジ	2023-02-26
	41	[image: 丸の内：都市環境の変遷]	丸の内：都市環境の変遷	東京ステーションギャラリーに東京駅周辺の都市環境の変遷がジオラマで展示されています。東京駅前に新丸ビルが竣工した1950以後の昭和時代の姿、そして高層ビルが立ち並ぶようになった現在の姿。旧丸ビルの高さを基準としビルの高さが100フィートに制限されていた時代のオフィスビルの画一的な高さのビルの連なりをその時代、子ども心なりに美しい都市景観と感じてきました。それが都市景観の規範にすらなっていたと思い返されます。が、今となっては「だからどうなの？」という思いが先に立ちます。

私が旧丸ビルの外観・内観を記録に収めておかなければと思ったのが1997年2月のこと。その頃丸の内はまだ味もそっけもないオフィスビル群でした。その後丸ビルは解体工事が始まり、現在の新しい高層ビルに建て替わりました。その後さらに	2023-02-20
	42	[image: 実践講座２：地域資料のデジタルアーカイブ化講座[第３回]]	実践講座２：地域資料のデジタルアーカイブ化講座[第３回]	【オンデマンド講座】
★DA講座2-3皆さんのデジタルアーカイブ/地域学習企画披露会 182分


【講座タイムテーブル】
講師：前川道博（長野大学企業情報学部教授）
ゲスト講師：桂木惠さん（上田小県近現代史研究会事務局長）、朝倉久美さん（デジタルアーキビスト）

第３回 2月18日(土) 13:00～16:30 皆さんのデジタルアーカイブ(DA)／地域学習企画披露会

13:00 はじめに、ゲスト講師紹介
13:10 DA／地域学習企画披露会　Part１
（14:20 休憩）
14:30 DA／地域学習企画披露会　Part２
16:20 講評・まとめ
16:30 終了

《披露会の発表者と発表テーマ》敬称略。発表資料は以下に掲載してあります。
①島津千登世／下河辺淳＋戦後国土計画関連資料アーカイヴス
　→下河辺淳アーカイヴス
　→	2023-02-19
	43	[image: 学生による地域キュレーション2022(信州上田学A受講生)]	学生による地域キュレーション2022(信州上田学A受講生)	長野大学の地域科目「信州上田学A」を受講した学生が「信州上田」を接点とした地域キュレーションの学習成果です。タイトルを選ぶとその学生のマイサイトを表示します。

▼カテゴリ１：蚕都上田
【1】　長野県の中でなぜ上田市が蚕都で有名なのか
【2】　上田の養蚕の歴史を掘り下げ、伝え続けるには。
【3】　蚕都上田の歴史と未来
【4】　製糸業の歴史
【5】　蚕都上田の歴史
【6】　蚕都上田	2023-02-10
	44	[image: まとめ]	まとめ	
https://jpsearch.go.jp/item/dignl-848938 

明治時代と現代の美容について比較してわかったことは、いまも昔も変わらず日本人女性の美意識は高いことである。
年相応で、素材を活かす化粧が愛されるのは昔から変わっておらず、日本人女性の繊細な美意識からくるものであることがわかった。
意外だった点は、化粧水、パーソナルカラー、色の組み合わせの概念が明治時代からあった点である。
この分析を通して、一人の日本人女性として「日本人の美しさ」を大切にしていきたいと思った。	2023-02-08
	45	[image: 明治時代のスキンケア、パーソナルカラー]	明治時代のスキンケア、パーソナルカラー	日傘は廃れ、西洋風の小型な蝙蝠傘が流行っていた。雨の時は不便であるが、「流行のため仕方がない」と言われているのが面白い。
流行に振り回される当時の人の苦労が垣間見えた。
青みがかった顔色の人は紅色、茶色の傘を選ぶと顔色とうまく調和する。青、紫、緑は顔が尚更青ざめてみえ、黄色の顔色が悪く見える。
赤みがかった顔色の人は、青、紫、緑色の傘を選ぶと顔色とうまく調和する。紅、茶色は顔が尚更赤く見える。
現代の「ブルーベース」「イエローベース」は最近生まれた概念だと思っていたが、明治時代から存在していた。

明治時代の人はグリセリンを水に溶いたものを顔に塗り保湿していた。現代の化粧水の主な成分にグリセリンは含まれている。また、肌が白いのが美しいとされている価値観は明治時代から変わっていな	2023-02-08
	46	[image: 明治時代のお洒落と色]	明治時代のお洒落と色	
https://jpsearch.go.jp/item/dignl-848938 

婦人の装飾には二方面があり、そのいずれもおざなりにはできない。二方面とは第一が肉体の美、第二が服飾の美とある。
肉体の美とは、紅を塗り白粉を施しあるいは肉色を麗しくはせ、あるいは穢れを着けず、あるいは手の指を美しくさせ、あるいは爪紅を入れあるいは顔立ちによって白粉の塗り方を違える。
顔色を良くする化粧や、顔立ちによって化粧を変える等は現代と共通していることがわかる。

服飾の美とは髪の飾りから始めて、衣服、指輪、下駄など体の格好に応じて帯の締め方もあり、顔の色に応じて半衿や羽織などの色の去り嫌いもあり、良くも悪くもこれひとつでどうでもなる。とある。
顔の色に応じて服装や化粧を変えるのは、今で言う「パーソナルカラ	2023-02-08
	47	[image: 明治時代から女性の化粧はマナーだった]	明治時代から女性の化粧はマナーだった	
https://jpsearch.go.jp/item/dignl-848938 

明治時代の書籍「化粧と服装」によると、「婦人は世のため装飾する義務を持つ」とある。
女性がメイクをするのはマナーであることは、明治以前から言われていた。
「婦人が身を装う事必ずしも惹こうとの目的のみではない」
「装飾に身分と年齢との相応の程度のあるべき事」
年相応のメイクが求められているのは現代と変わらないことがわかった。
「身だしなみの心得は、第一が色の配合、第二が形の配合」とされている。
「自然の理に適っているのが装飾の最上となるのである」と書かれていることから、現代でも日本でナチュラルメイクが好まれている所以がわかった。	2023-02-08
	48	[image: 岩村田商店街]	岩村田商店街	岩村田商店街は、中山道２２番目の宿場町として古くから栄えた商業の街でありますが、2000年以降は閉店してしまうお店も多く、夏の祇園祭の時に行く場所として認知している若者も少なくないでしょう。しかし、近年では「子供の居場所」をテーマに地域コミュニティの担い手になったり、フィットネスクラブや佐久の郷土料理を提供するカフェもあり、賑わいを見せ始めています。商店街という概念を覆すような、個性あふれるお店も進出し魅力あふれる場所になっているように感じました。



今回のテーマを振り返ると、佐久市にはたくさんの素敵な場所があって、たくさんのおいしい食があります。すべては紹介しきれませんでしたが感じたことは、このような場所・食をこれからを担う若者に対してどのように伝えていくか、つまり「継承」が	2023-02-05
	49	[image: 実践講座２：地域資料のデジタルアーカイブ化講座[第１回]]	実践講座２：地域資料のデジタルアーカイブ化講座[第１回]	【講座タイムテーブル】
　ゲスト講師：小平千文さん（上田小県近現代史研究会会長）、桂木恵さん（同事務局長）
10:00 講座のねらいと概要
10:15 藤本蚕業歴史館・概要
10:30 藤本蚕業歴史館・バックヤード資料見聞
11:00 藤本蚕業の資料整理をふり返る
（12:00 休憩）
13:00 資料整理の課題と方法、資料目録の作成～藤本蚕業所蔵資料を例に～
（14:20 休憩）
14:30 受講者の皆さんのデジタルアーカイブ構築課題を聴きあう
16:00 終了

【オンデマンド講座(当日の講座記録)】
▼①午前の部：講座のねらい／未整理史料見聞
　講師：前川道博＋桂木恵＋小平千文 94分


▼②午後の部１：資料整理の課題と方法～藤本蚕業所蔵資料を例に～
　講師：前川道博 65分


▼③午後の部２：皆さんのアーカイブ課題を聴い	2023-02-03
	50	[image: インターネット上で地域同士はつながり、そのつながりがコモンズとなる]	インターネット上で地域同士はつながり、そのつながりがコモンズとなる	インターネット上での交流は物理的な制約が対面での交流と比べてはるかに低いです。

つまり、簡単に地域同士が繋がることが出来ます。

「create owarai」での例で言えば、それぞれ違う地域に住む人々がインターネット上での交流を通して大洗町に集まりました。

そしてここで大洗的とよそ者が繋がったのです。

しかし、これだけが効果ではありません。なぜなら、この集まった人々には主立って活動を行っているホーム地域があります。つまり、自主的な地域活動を行う貴重な人材を、地域間で共有しているのです。

これにより「地域と人」という関係だけでなく、「地域と地域」での結びつきが促進される種まきとすることが出来るのです。

この可能性は計り知れず、DX化の進む現代において、この結びつきの形成はより容易となり、この	2023-02-02
	51	[image: 現代の名刺]	現代の名刺	現代の名刺は、名前、会社名、役職、住所、連絡先等、今まで紹介した名刺と比べて多くの内容が載っている。
また、左には青色のデザイン装飾があり、こういったデザインによってその人や会社の雰囲気を伝える事ができる。
紙質やその他加工も様々な種類があり、一人ひとりがこだわりの名刺を作ることができる。
現代の名刺は主に、自己紹介ツールとして使われている。また、信頼度は低いが身分証明にも使うことができる。

ビジネス名刺の無料デザインテンプレートver.11 (4色展開) | デザイン作成依頼はASOBOAD | フリーDL素材, 無料名刺・カードデザインテンプレート https://asobo-design.com/nex/template-92-42871.html


・まとめ
明治時代と現代の名刺を比較することで、明治時代の時代背景や、文化が読み取れたように思った。
しかし、今回考えたこと	2023-02-01
	52	[image: 上田紬の現在]	上田紬の現在	これまで上田紬の歴史を振り返ってきたのですが、最後に現在の在り方についてまとめたいと思います。
現在着物市場は、ピーク時の6分の１となっており、織元も10分の1以下まで縮小しました。
そんな今でも小岩井紬工房さんを筆頭に、上田紬の伝統は受け継がれています。着物としての在り方以外にも、ポーチや財布、イヤリングなど現代の様式に合わせて様々な在り方に変わってきています。オンラインショップも導入しており、全国各地に速攻で届くようになっています。また、地域の学生と共同で上田紬のイベント開催も行っているようです。

今回の活動を振り返ると、上田紬を歴史的に見ると、時代の背景に準ずるように繁栄したり衰退している様子がとても興味深かったです。。しかし、現在は時代の流れに関係なくとも衰退の一途を辿っ	2023-02-01
	53	[image: 安江仙政の名刺]	安江仙政の名刺	明治時代の新竹縣税務官、安江仙政の名刺である。
（新竹縣＝台湾の北西部に位置する県）
中村利貞のものと同じ明治時代の名刺であるが、安江氏の名刺の方が印刷技術が上回っているように見える。
文字がはっきりしており、現代の名刺のような美しい文字配置がされている。
印刷技術がかなり違うのは位や環境の違いからだろうか。

佐賀県立図書館データベース- 古文書・古記録・古典籍データベース https://www.sagalibdb.jp/komonjo/detail/?id=49363	2023-02-01
	54	[image: 昆虫体験学習館]	昆虫体験学習館	佐久平パーキングエリア周辺にある昆虫体験学習館は、私が小学校時代に、社会見学の一環として訪れた場所でもあるのですが、この場所に行くだけで日本の昆虫だけでなく世界の昆虫について、知る事ができ実際に観賞する事が出来ます。そして、見るだけでなく触ることやクラフト体験も出来るため、訪れた後も頭の中に記憶として残りやすく、昔から現代までの多様な昆虫を知れる場所です。

参考文献
http://saku-konchuukan.jp/	2023-02-01
	55	[image: 支払い手形と名刺]	支払い手形と名刺	「揚荷手形 通人馬会所」と書かれた封筒に入っていた、名刺と、手形である。
『なかに木版刷りの未使用の預かり手形が数枚と、中村六左衛門ら3人の名を書いた名刺が数枚入っている。幕末の金沢藩の通し人馬の賃銭の支払い手形である。中村六左衛門ら3人は、金沢藩の参勤交代の通し人馬を請け負っていた。』（覚（預切手記入用紙） | 信州デジタルコモンズ https://www.ro-da.jp/shinshu-dcommons/library/02OD5160890000）

３人分の名前を一枚の紙に書いてあることから、紙が貴重だったのか、一人ひとりが名刺を用意する習慣がなかったのか、この時代の名刺は紙と筆さえあれば直ぐにできてしまうものだったのか、など様々な想像ができる。
また、この名刺は連絡などのために必要だったとされている。その割には住所などの情報が全く載っていないので、この	2023-02-01
	56	[image: 終わりに]	終わりに	西塩田時報を読み進めていく中で、自分のテーマと関係のない面白い記事がいくつかあり、探求に時間がかかってしまった。
戦前の記事からは、まず「食」に関する記事を探すことが難しく、記事があっても、材料の栽培方法や保存方法について書かれていることが多いという印象を受けた。
戦後の記事からは、たくさんの「食」に関する記事を見つけることができ「家庭メモ」や「季節の料理」のような記事が多い印象を受けた。その中には現代でも食べられているメニューやレシピがあったが、食材の違いや、栄養素の偏りといった面で、現在とは大きく異なっていた。
戦前と戦後の記事から、戦前は材料の栽培保存、戦後はレシピや栄養素について書かれていることが多いと感じた。
このことから戦後は戦前に比べ、他国の食文化が普及したり、	2023-02-01
	57	[image: あたたかい冬の料理の作り方]	あたたかい冬の料理の作り方	大豆シチュー、カレーポテト、南瓜うどんのレシピが書かれている。シチューにサケ、肉の代わりにイナゴなど現代では考えられない食材が組み合わせられている。	2023-02-01
	58	[image: 西塩田時報から学ぶライフハック②]	西塩田時報から学ぶライフハック②	　西塩田公報には『家庭メモ』というコラムがあり、生活に役立つコツやレシピなどを紹介している。
　ここでは私が気になった記事を紹介していく。

～この記事で知ることができるライフハック一覧～
・壁についたインクや墨汚れを落とすには白布に食酢を二倍に薄めたものをぬらして拭く
・手についた魚臭さはミカンの皮を茹で、その煙を手に当てると匂いは消える
・鼻が詰まるとき、洗ったドクダミの葉を塩でもみ、細かく刻んだものを鼻の中に入れる。30分から1時間ほど待機×３回ほど行うと鼻詰まりが解消される。

　薬が簡単に手に入らない時代だと思うので、こういった身近な植物を使った治療法が良く記載されています。
　現代でもこの知識は活用され、薬という風に形を変えて存在しているものも数多くあります。昔の人の知識	2023-02-01
	59	[image: 西塩田公報から学ぶライフハック①]	西塩田公報から学ぶライフハック①	　西塩田公報には『家庭メモ』というコラムがあり、生活に役立つコツやレシピなどを紹介している。
　ここでは私が気になった記事を紹介していく。

～この記事で知ることができるライフハック一覧～
・サビた包丁には大根の切り口に歯磨き粉をつけて磨く
・おでき（ニキビ？）には患部に直接ゴボウの葉を当てて縛っておくと膿が抜ける
・新品の歯ブラシを使う前に熱い塩水に水が冷めるまでつけておき、しっかりと乾かしてから使うと二倍長持ち
・味付けをする際、塩は砂糖よりも材料にしみこむ速度が速いため、砂糖は先に使うこと

　現代では用途によってさまざまな洗剤や掃除用具が存在　していますが、この記事掲載時（昭和28年4月5日）にはまだそういったものはなく、知恵を用いて生活をしていたことがうかがえます。
　また、	2023-02-01
	60	[image: 擬洋風建築を残し続けるために]	擬洋風建築を残し続けるために	擬洋風建築は幕末から明治頃にかけて日本の各地で建築された、日本の大工らが西洋風の建物を見様見真似で建てた西洋風の建築物であり、和洋折衷、様々な意匠や工法が混じった建築物は、文明開化、近代化の象徴的な存在です。しかし、現在その多くは取り壊しや火災などで失ってしまっています。この数少ない重要な建物を残すため、多くの人に魅力を知ってもらうことが重要だと思いました。
その魅力の一つは石の再現です。壁面の出隅は「隅石積」を、壁に漆喰を塗ることで模しています。木造建築でありながら、石造の建築に見せかけるという面白さと知恵を感じます。
もう一つの魅力は独自性です。玄関に唐破風屋根を設けられていたり、天井の飾りに、波に千鳥、松竹梅、菊などが描かれていたりして、洋風に見せながら和の要素を含む和	2023-01-31
	61	[image: 現代青年の任務]	現代青年の任務	終戦後の苦しさとこれからの政治に期待することが書かれている。
今後の青年の行動がどれだけ重要かが説かれている。	2023-01-31
	62	[image: 小林一茶　一茶一代]	小林一茶　一茶一代	小林一茶の詩や俳句がまとめられている資料である。
収録数は前編の発句が春、夏、秋の部がそれぞれ約1000、冬の部は約800、雑の部は22。俳諧歌は春の部62、夏の部30、秋の部54、冬の部28、雑の部59。文章は60。尺牘（手紙の類）は16。茶話は6。連句は春の部18、夏の部13、秋の部39、冬の部40、雑の部3。後編は発句が春の部120、夏の部95、秋の部101、冬の部49。連句は春の部3、秋の部５、冬の部２となっている。（信州デジタルコモンズより引用）
それぞれの編を春夏秋冬と編纂しているのがいかにもは俳諧師という感じがする。この集は一茶本人が出版したものではなく、一茶の息子である直樹が出版したもの。
読み物としてはほとんど古語で書かれているため、かなり難読で、アマゾンなどで現代語訳されたものが販売されているため、読んでみたいと	2023-01-31
	63	[image: 戦時版の新聞③「プロパガンダ映画」とまとめ]	戦時版の新聞③「プロパガンダ映画」とまとめ	映画までもプロパガンダとして利用されていたことが分かる記事である。
イギリス領インドの青年を日本人(岡倉天心等)が助けるといった内容であると書かれている。
実際の人物までもプロパガンダ映画で使われていたことに驚いた。
岡倉天心の「東洋は一つ」という言葉を都合よく解釈し、戦争に利用したように感じる。

参考サイト
【戦後７５年】戦時中の中部日本新聞をＰＤＦで読んでみよう
2023年1月31日閲覧


▼この資料は以下から参照できます。
『中部日本戦時版』「	2023-01-31
	64	[image: 戦時版の新聞②]	戦時版の新聞②	バチカン市国について書かれた記事である。しかし、内容は敵国(アメリカ、イギリス)に対する批判である。
現代の世界史とは違った視点から歴史を見ることができ、興味深く感じた。

参考サイト
【戦後７５年】戦時中の中部日本新聞をＰＤＦで読んでみよう
2023年1月31日閲覧

▼この資料は以下から参照できます。
『中部日本戦時版』「戦争と闘ふヴアチカン 非道へ法王の睨み」（昭和19年3月16日）	2023-01-31
	65	[image: お菓子の歴史（洋菓子輸入時代）]	お菓子の歴史（洋菓子輸入時代）	明治頃に、文明開化が始まり、外国の文化が日本に取り入れられ生活が変化していったが、それは菓子も含まれる。明治10年に洋菓子の輸入が5千円であったが、20年には1万円、30年には2万5千円で、38年には一躍して23万5千円とまで上昇し、短期間で需要がかなり増えた。洋菓子製法技術や洋風食材が導入され、相手先もオランダ、ポルトガルから、イギリス、フランス、アメリカに変化した。
ビスケット、キャンディ、チョコレート、キャラメル、クッキーなどが輸入され、日本での消費が増えると国内生産の方が儲かると考える人が出てきて、製造が始まった。日本で最初に作られた洋菓子は明治8年のビスケットで、東京京橋の風月堂が始めた。明治中期になると森永太一郎が森永製菓会社を作り、ビスケットやドロップス、キャラメルなどの洋菓子生産	2023-01-29
	66	[image: 戦前長野の農業形態②]	戦前長野の農業形態②	まず始めに触れたいのが稲作である。資料に記載されているように川による豊富な水源、肥沃な土、夏期に暖かく、基本的に冷涼な気候であることから稲作が行われていたことがわかる。稲作に適する条件が現代と同じであり、当時から盛んに行われていたことがわかる。左のデータには作付量、反別、収穫高などが記載されている。


「信濃産業誌　完」
https://api.ro-da.jp/v1/shinshu-dcommons/library/02BK0102152899/images/75b5398006c44bf0b725eedac59bc2f7.jp2/620,642,1725,3035/308,542/0/default.jpg	2023-01-28
	67	[image: 丸子町①　下丸子町]	丸子町①　下丸子町	明治前期の下丸子町。現代の下丸子の姿に近い。

https://www.ro-da.jp/shinshu-dcommons/museum_history/03MP0301080400　(信州デジタルコモンズ)	2023-01-27
	68	[image: 戦後80年で人々の価値観はどう動いたのか]	戦後80年で人々の価値観はどう動いたのか	　戦後日本において、新幹線が開通し、オリンピックが開催され、インターネットが普及する間に、日本人の価値観・人生観はその生活の様相とともに大きく動いてきたように思われる。そこで、戦前の人々の価値観は、現在を生きる我々から見ていかに違うのかを研究する。

　本記事では西塩田時報第百八十二號第五頁を取り上げて述べる。
「幹部修養講習會に出席して」という項目は、「原田晴章」なる人物が、「三好武治」なる人物の講演の一端を書くというもの。講演の内容は、主に支那事変(日中戦争の、当時の日本での呼び名の一つ)についてのものである。

「日本で今度の事變での勝利は精神力である」
「支那事變は世界に類の無立派なる所の正しき戰争である」

　このような記述がある。やはり根拠のない精神論や戦争を美化する意	2023-01-26
	69	[image: 1910年の上田の気候]	1910年の上田の気候	長野地方測候所の記録によると、1910年の上田（小県郡上田町）の最高気温は7月21日の34.7度、最低気温は2月3日のマイナス12.1度だったことが分かる。
2022年の上田市の最高気温は38．8度、最低気温はマイナス10度であり、これは現代の上田市の気候より冬はやや寒く夏はやや暑いくらいである。今と変わらず上田は夏は暑く冬はとても寒い気候であったことが分かった。

また最大積雪量を記録したのは3月23日の一尺一寸（約33センチ）であり、この年は現代の上田市の平均的な積雪量よりかなり多かったことが分かった。	2023-01-25
	70	[image: インターネット上での交流が人々をつなげる]	インターネット上での交流が人々をつなげる	大洗町の事例研究を考察したところ、インターネット上での交流が、町とよそ者を結びつける手段として大きな役割を持っていると考察しました。

情報発信を始めとするインターネットを活用した取り組みを行うことで、他の地域に点在する町づくりや大洗町に興味、熱意を持つ人々を結びつけることが出来る。

そして同じ志を持つ者同士が繋がりを得ることで、自覚的な活動が促進される。

このように、DX化の進む現代におけるインターネット上での交流の必要性は非常に大きいと言える。	2023-01-22
	71	[image: 1年後期　前川課題発見ゼミ最終まとめ]	1年後期　前川課題発見ゼミ最終まとめ	調査テーマ「地域の特色・歴史」まとめ

上田の歴史的な出来事・人物と聞かれれば多くの人々が「真田氏」に関する事柄を思い浮かべるだろう。しかし、今回の調査を行う中で、真田氏以外にも日本の歴史・文化に多大な影響を与えたと言える人物も存在することを知った。

例えば、上田藩主を務めただけでなく、江戸幕府老中として条約の締結にも尽力した「松平忠固」、日本の児童画に大きな転換・影響を与えた「山本鼎」は良い例だろう。功績としては素晴らしい物であると断言できるものばかりだ。

特に山本の考えは当時としては（今の価値観で考えても）先進的な物だった。山本は真の意味での「自由」を求めた人物であり、今日の教育活動に一石を投じるものであると感じた。現代ですら「型にはまった教育」が基本的である中、山本は	2023-01-19
	72	[image: まとめ]	まとめ	今回私は災害というテーマでキュレーションしてみましたが、この長野県だけで一般的な災害はほぼ全て起きていることが分かりました。そして、昔からのこうした経験により今の川の工事や耐震工事などのできるだけ被害を出さない工夫に繋がっていると思うとやはり昔の記録を知るというのは重要な側面があると私は改めて思うことが出来ました。今回の記録は信州デジタルコモンズを使用させていただきましたが、本当に多くの資料があり、災害というテーマだけでまだ今回紹介しきれない記録書がたくさんありました。現代までその記録書を残してくれた人々にここで感謝をしたいと思います。

善光寺大地震災害地方図　写（信州デジタルコモンズ）
https://www.ro-da.jp/shinshu-dcommons/museum_history/03OD0621000700	2023-01-18
	73	[image: プロジェクト研究の足跡]	プロジェクト研究の足跡	プロジェクト研究の足跡を綴ってきたものをまとめました。

4月25日
前半はグループメンバーの共通項として、研究への取り組み方や考え方を共有しました。後半は、各自のプロジェクトの説明とそれに対する質問や問題意識の共有を行いました。ゼミ内で横のつながりが出来ることで、各自の持つ問題意識への様々な考え方が示され、非常に有意義なものとなったと感じました。今後は、自身のプロジェクトを進める中で頻繁に意見交換をすることで、より多角的な視点から研究していこうと考えています。

5月11日
大洗町における地域学習に関する記事の閲覧及び調査を行いました。また、大洗にフィールドワークに赴く際の調査事項などをまとめました。今後も活動を報告し合う事で様々な視点から調査を行っていきたいと考えています。

5月17日	2023-01-16
	74	[image: 実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座[第３回]]	実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座[第３回]	実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座[第３回]
　皆さんのキュレーション披露会

★講座「皆さんのキュレーション披露会」129分
。

講師：前川道博（長野大学企業情報学部教授）
コメンテーター：
　小平千文（上田小県近現代史研究会会長）
　桂木　惠（上田小県近現代史研究会事務局長）

【講座タイムテーブル】
13:00 講座解説（前川道博）
13:30 皆さんのキュレーション披露会、意見交換、Q＆A(途中休憩あり)
16:00 終了
16:30 デジタルアーカイブクリエータ認定（希望者対象）

《キュレーション紹介》公開できる成果をリストアップしました
	鈴木さん／諏訪湖のスケート[LINK](下記メディアクリップ収録)
	長沼さん／一代交雑

	2023-01-14
	75	[image: 上田市マルチメディア情報センター]	上田市マルチメディア情報センター	上田市マルチメディア情報センターは、長野大学の少し上に位置している、情報化を総合的に支援する環境が整っている施設である。

●施設・概要
学生は無料で使用できる学習スペース、３Dプリンターがあり、アニメや映画などを２５０作品以上見ることができるPCが置かれていた。また子供や大人も活用できる学習空間がある。
他には教育支援や無線LAN有線LANの管理など地域にも貢献している施設である

●上田資料映像鑑賞
上田市の50年前の資料映像を見させていただいた。
そこでの貴重な映像を紹介する。

●「上田つむぎ」信越放送　1964年1月16日放送／上田紬／私たちの周辺
人手を要する養蚕は機械化をする必要はあるが、あまりにも機械化をしてしまうと伝統が欠如してしまう可能性があるとのこと。
手織りのものは個人に合わせて作	2023-01-12
	76	[image: 現代のタイポグラフィーの例③]	現代のタイポグラフィーの例③	食料品店、フラワーマーケット、書店など、小売店での「ポップ」。
現代の身近なタイポグラフィーと言える。

ワープロの普及によって直筆で文字を書く機会が減ったが、タイポグラフィーは、マスメディアや企業に限らず、身近なレベルでも活用することができそうだ。「ポップ」はその代表例だが、社内企画書やSNS発信などの個人の身近な発信においてもその効果が期待できるのではないだろうか。

「藤本蚕業報告書書体」に端を発した、本キュレーションだが、タイポグラフィーを模したその描き文字には強いインパクトがあった。さらに「報告書」作成者の、仕事に対する誠実さや熱意までが伝わるような気さえし、非常に印象深く、興味をそそられるものであった。	2023-01-09
	77	[image: 現代のタイポグラフィーの例②]	現代のタイポグラフィーの例②	企業ロゴにもタイポグラフィーが使用される。
タイポグラフィーは現代でも広告効果が認められ重要視され続けている。	2023-01-09
	78	[image: 現代のタイポグラフィーの例①]	現代のタイポグラフィーの例①	映画・TV番組・漫画・アニメなどのタイトルロゴには、タイポグラフィーが活用される。

『鬼滅の刃』２巻　　吾峠呼世晴（ごとうげ こよはる）・著／集英社（2016)	2023-01-09
	79	[image: 小説「前編」]	小説「前編」	連続小説の前編が描かれている。戦前の時報では、様々な情報を発信する手段として時報が利用されていた印象であるが、戦後では情報に加え絵や写真を用いた記事がたくさんあり、その当時の人々はこのような事を感じていないと思いますが、現代を生きる私が読んだ感想としては戦後の平穏な生活に一歩近づいているようなそんな雰囲気を読んでいて感じました。	2022-12-26
	80	[image: 標語（『西塩田時報』第28号（１９２６年３月１日）３頁）]	標語（『西塩田時報』第28号（１９２６年３月１日）３頁）	今から約１００年前の時代の標語です。
緩い現代を生きている身からすると、少し厳しく感じました。
▼この記事は以下から参照できます。時報』第28号(1926年3月1日)3頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/pdf/nishishioda/ns03_021to040.pdf	2022-12-26
	81	[image: 小学校だより　 『西塩田時報』第19号(1925年6月1日)3頁]	小学校だより　 『西塩田時報』第19号(1925年6月1日)3頁	当時の西塩田小学校生徒の身体測定の結果が載せられた記事。「身体測定の結果が公にされる」こと事態が現代では考えられないことですが、結果についての講評から軍隊としての戦力をほのめかす様な印象を受け、時代の違いを感じられる記事でした。

▼この記事は以下から参照できます
#85 『西塩田時報』第19号(1925年6月1日)3頁	2022-12-26
	82	[image: 偶言(『西塩田時報』第124号(1934年3月1日)4頁)]	偶言(『西塩田時報』第124号(1934年3月1日)4頁)	悪意はないのに人との用事を先送りにしてしまう悪習を改めるべきだという記事。
現代にも通ずるこの習慣は戦前にもあったのかもしれない。

▼この記事は以下から参照できます。
#552『西塩田時報』第124号(1934年3月1日)4頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0552.jpg	2022-12-26
	83	[image: 乳児の育て方]	乳児の育て方	現代ではネットや書籍など様々な情報ツールが存在し、分からなければそれらを頼れば大抵は解決できます。しかし、過去戦前の世ではそのような対応をとれない中、本記事のように時報の中で情報の提供が行われていたようです！今回はその中で目に付いた「乳児の育て方」といった内容の記事を取り上げてみました。

想像以上に詳しく説明がなされていて驚きました。

▼この記事は以下から参照できます。
#1168 『西塩田公報』 第31号(1926年6月日)1頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/pdf/nishishioda/ns03_021to040.pdf	2022-12-26
	84	[image: 睡眠について]	睡眠について	現代、理想的な睡眠についてはいろいろな研究や見解をもとに様々な意見が展開されています。そんな中、過去戦前の世の中では一体どういった睡眠サイクルが良いものとされていたのか本記事ではそう言った内容を知ることができます。

戦前の世の中だからこその違った視点などで論じられている部分もあり、なかなかに興味深かったです...

▼この記事は以下から参照できます。
#1168 『西塩田公報』 第29号(1926年4月1日)4頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/pdf/nishishioda/ns03_021to040.pdf	2022-12-26
	85	[image: 学校だより]	学校だより	学校生徒の身長体重について、全国と比較したデータなどが載っている。

現代では、生徒の発育状況について詳しく記事になることは考えられないが、当時は身長や体重も重視されていたのだと思った。

▼この記事は以下から参照できます。
西塩田時報　第一号（大正12年7月1日発行　3ページ）	2022-12-26
	86	[image: 法律の施行内容、詳細に関する説明。]	法律の施行内容、詳細に関する説明。	今回、私が紹介させてもらう記事は恩給法についての説明の箇所です。

当時、戦後による急速な時代の変化により法律改正があった際は一般国民にしらせるべく、あらゆるメディアを活用してその法律制度について説明がなされていたようです。昨今、法律改正が行われることがありますが細かい説明、項目までしっかり掲載されることは少なくなったと感じる点があります。私はこの当時の掲載の仕方が非常に効果的であると思ったので、現代にも反映させるべき点であると考えます。

(参考文献:西塩田広報第七六号 46頁)	2022-12-26
	87	[image: 朝鮮人の結婚]	朝鮮人の結婚	この記事は大正三十年ごろに取り上げられており、当時の外国に対する珍しさ・興味が表れている記事だっ。現代ではなかなかない記事が楽しめた。	2022-12-26
	88	[image: パトロールカー]	パトロールカー	西塩田村にパトカーが導入された際の記事を見つけました。今とは違ってパトカーと略さずに「パトロールカー」と呼ばれていることが新鮮に感じました。また、形状も現代のパトカーとかけ離れていて驚きました。

▼この記事は以下から参照できます。
#1196『西塩田公報』 第67号(1953年4月5日)2頁	2022-12-25
	89	[image: お嬢様試験の問題集ーアナタは如何？ー（『西塩田時報』第31号（1949年10月20日）4頁）]	お嬢様試験の問題集ーアナタは如何？ー（『西塩田時報』第31号（1949年10月20日）4頁）	10個の質問で自分がどのくらいのお嬢様かどうかを知ることが出来る記事。古い記事や堅い内容の記事が西塩田時報の中で非常にカジュアルな内容で目に留まった。お嬢様とはこうあるべきという心持を学ぶことが出来る。現代にも通じる内容などもあり、興味深いものだった。	2022-12-25
	90	[image: 青年の聲　【『西塩田時報[戦後]』第4号(1947年4月20日)1頁】]	青年の聲　【『西塩田時報[戦後]』第4号(1947年4月20日)1頁】	太平洋戦争が終結した際の日本国内の様子が書かれている。自分にとっては教科書的な内容であった国民主権や思想良心の自由への移行への国内の動向を知ることが出来た。今では当たり前にあるような考え方も当時は反発もあったようだ。現代とギャップが非常に興味深いものだった。	2022-12-25
	91	[image: 青年期の問題に就て（『西塩田時報』第６５号（１９２９年４月１日）２頁）]	青年期の問題に就て（『西塩田時報』第６５号（１９２９年４月１日）２頁）	青年期の問題について記載されており、その内容の中でも結婚年齢が徐々に遅れているという内容が現代と通じていて面白いと思った。この頃から「青年」や「壮年」が何歳からと規定されていたことを知り、驚いた。昔は１５～２５歳を青年と呼んでいたが、時が経つにつれ年齢が変化しているということを知った。

▼この記事は以下から参照できます。
＃２８４『西塩田時報』第６５号（１９２９年４月１日）２頁	2022-12-24
	92	[image: 別所温泉　　（四）　第１４２]	別所温泉　　（四）　第１４２	最初は何度読んでも理解できなくて、この中に脅迫文でも描かれているのかと思ったのですが、よく見たら右から読む形態の文で少し驚いた。
この記事だけではなく様々なところで右から読む文を見つけて時代を感じた。
また、部落ニュースや歌など現代にはあまり耳なじみのないテーマを扱っている割に、この記事は別所温泉という身近なものを見つけて、近いようで遠い存在だと感じた。

参照元↓
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/pdf/nishishioda/ns11_181to204.pdf
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p1261.jpg	2022-12-22
	93	[image: お願ひ（『西塩田時報』第４号（１９２４年１月１日）４頁）]	お願ひ（『西塩田時報』第４号（１９２４年１月１日）４頁）	個人的な忘れ物についてのお願いが、公的な発行物に平然と載っている様が面白いと感じた。
現代にはおそらく見られないような記事だと思う。

▼この記事は以下から参照できます。
#18 『西塩田時報』第4号(1924年1月1日)4頁	2022-12-22
	94	[image: 禁酒]	禁酒	この記事は禁酒を周知するための真面目な内容かと思っていたのですが、詩っぽく韻も踏んでいて現代のラップ調な感じの文章でした。ポップに禁酒についての記事を書いていて読み手を飽きさせないような内容でした。

●この記事は以下から参照できます。
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0004.jpg	2022-12-22
	95	[image: 藤本蚕業歴史館で開くオンライン講座第２日]	藤本蚕業歴史館で開くオンライン講座第２日	12/17(土)、藤本蚕業プロジェクト主催/デジタルアーカイブ学会地域アーカイブ部会共催によるデジタルアーキビスト養成講座の第２回講座を実施しました。

今回の講座は、上田小県近現代史研究会のお二人の方：桂木恵さん、小平千文さんから「キュレーション実例」「近現代を捉える視点」の話題提供をいただきました。話題提供のレジュメは以下の【講座資料】に掲載してあります。


午後は、「藤本蚕業歴史館アーカイブ」の史料などを参照し「一次資料を使ったキュレーション」を実習を交えて学習してもらいました。

講座の動画記録は後日、こちらに掲載する予定です。

【講座資料】https://d-commons.net/uedagaku/?c=&p=18944	2022-12-19
	96	[image: 実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座[第２回]]	実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座[第２回]	実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座[第２回]
　藤本蚕業所蔵資料で近現代のキュレーション

【講座タイムテーブル】
10:00 一次資料を使ったキュレーションのいざない
10:15 キュレーション実例紹介
　講師：桂木恵（上田小県近現代史研究会事務局長）
11:00 近現代を捉える視点
　講師：小平千文（上田小県近現代史研究会会長）
（12:00 休憩）
13:00 『藤本蚕業歴史館アーカイブ』で藤本蚕業の資料を探る
13:30 近現代のキュレーション・ミニ実習「一次資料をして語らせる」
（14:20 休憩）
15:30 キュレーションをアウトプットする（d-commons.net マイサイト実習）
16:00 終了

【オンデマンド講座(当日の講座記録)】

▼①午前の部：藤本蚕業の一次資料＆近現代を捉える視点
　講師：前川道博＋桂木恵＋小平千文 110分
	2022-12-16
	97	[image: BFI：世界映画史上、最も偉大な映画2022]	BFI：世界映画史上、最も偉大な映画2022	▲BFIホームページからの部分転載

英国のBFI(British Film Institute)が発行する映画専門誌『Sight and Sound』が10年に一度選定する「世界映画史上、最も偉大な映画」(The Greatest Films of All Time)の2022年の選定結果が発表されました。

▼The Greatest Films of All Time
https://www.bfi.org.uk/sight-and-sound/greatest-films-all-time

シャンタル・アッケルマン監督の『ジャンヌ・ディエルマン』(1975)が第１位に。これは驚異的なチョイスです。世界映画史上、そこまでの高い知名度も評価も得ていなかったアッケルマンが、しかもその一作品が選ばれたことが驚異です。映画監督は圧倒的に男性優位で女性監督はごく少数です（旧来「女流」監督と呼んできたのは男性中心の捉え方から発生した偏見的な呼び方か？）。多様性とLGBTが全世	2022-12-12
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地域資料デジタル化の課題と解決に向けた方策
「デジタルアーキビスト養成講座」の紹介を兼ねて
(2022/11/23 日本教育情報学会第19回デジタルアーカイブ研究会)
　前川道博（長野大学企業情報学部）

【研究の概要】
デジタルアーカイブの大きな課題の一つは地域資料のデジタル化が極度に立ち遅れていることである。DXが進む現代においては資料のデジタル化により誰もが地域の情報源に直に触れ、主体的に地域を学び・理解に踏み出すことのできる社会の実現が望まれる。本研究では、地域資料のデジタル化を提起すると共に、地域資料のデジタル化が担えるデジタルアーキビストの養成を地域人材のリスキル／リカレント教育の観点から具体的にどのように養成講座としてモデル化できるか、諸課題の解決が図れるかを課題提起する。	2022-12-12
	99	[image: 実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座[第１回]]	実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座[第１回]	【講座タイムテーブル】
10:00　講座のねらいと概要／地域アーカイブの課題
10:20　受講者の自己紹介
10:30　藤本蚕業歴史館・概要
10:45　藤本蚕業・上塩尻ミニ見学
11:15　藤本蚕業歴史館・館内ミニ見学
11:40　近現代へのいざない：蚕種製造業と藤本蚕業
（12:00　休憩）
13:00　藤本蚕業歴史館史料目録と史料データ
13:30　デジタルコモンズサービスd-commons.netによるアーカイブ/学習支援
14:00　キュレーション型学習の進め方
（14:20　休憩）
14:30　受講者の皆さんが探求したいテーマ、Ｑ＆Ａ
15:30　次回に向けて：アドバイスや補足事項
16:00　終了

【オンデマンド講座】
▼午前の部
(1)講座のねらいと概要(前川道博)22分
 
(2)藤本蚕業歴史館解説(佐藤修一氏)6分

(3)上塩尻ミニ見学（佐藤家住宅・旧佐藤宗家	2022-12-10
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